
  

 

 

 

 

１．趣  旨    防災に関する知識や技能を学び、被災後の避難所生活を疑似体験することで、防災

に対する意識を高め、被災時に何ができるのかを自ら考えて行動できる児童の育成を

図る。 

 

２．主  催  独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立沖縄青少年交流の家 

 

３．共  催  国立大学法人琉球大学教育学部 

 

４．後  援  沖縄県教育委員会、渡嘉敷村、渡嘉敷村教育委員会、琉球新報社、沖縄タイムス社 

         

５．期  日  令和４年１１月２６日（土）～１１月２７日（日） １泊２日 

        ※天候不良等により上記日程が実施困難な場合の予備日程を 

令和４年１２月３日（土）～１２月４日（日）とする。 

 

６．場  所  国立沖縄青少年交流の家 (※予備日で船舶欠航の場合は県立糸満青少年の家で開催) 

 

７．対象及び  沖縄県在住の小学生（４年生以上）２０名    

人数  ※応募者多数の場合は、学年の偏りを考慮したうえで、抽選といたします。 

ご了承ください。 

 

８．費  用    ○参 加 費：３，５００円 

 [食事代、シーツ代、保険代、雑費(湯茶・クラフト材料費等)] 

         ○島内バス代：１，０００円 程度 ※参加費、島内バス代は渡嘉敷島で徴収します。 

         ○船   賃：１，６１０円（フェリー往復） 

 

９．携 行 品  □体調管理シート □マスク（2枚） □体温計 □帽子 □着替え(1泊 2日分) 

 □野外で活動しやすい服装等 □タオル □筆記用具 □マイカップ 

 □洗面入浴用具（歯ブラシ、シャンプー、石けん等）□健康保険証(コピー可) 

 □履きなれた靴 □防寒具(長袖等) □屋内用スリッパ □懐中電灯 

□常備薬（必要な方） □ドライヤー（必要な方） □酔い止め薬（必要な方） 

※参加費や島内バス代以外のお金や携帯電話、ゲーム等は持参しないでください。 

カメラや腕時計等の貴重品は各自の責任で管理してください。 

10. 申し込み方法 

  （１）受付方法 

別紙に記載の URL にアクセス又は QR コードを読み取って申込フォームに必要事項を記入し

てください。（メール、FAX での申込希望の方は別紙の申込書に必要事項を記入の上送信し、

午前９時から午後５時の間にお電話にて受信確認をお願いいたします） 

  （２）申し込み先 

国立沖縄青少年交流の家  〒901-3595  渡嘉敷村字渡嘉敷２７６０ 

ＴＥＬ ０９８－９８７－２３０６  ＦＡＸ ０９８－９８７－２３１８  

      E-mail okinawa@niye.go.jp  事業担当 鈴木 英範 

  （３）受付期間 

令和４年１０月２６日（水）9:00 ～１１月９日（水）17:00 

     ※申込者多数の際の抽選結果は、１１月１１日（金）までにはご連絡いたします。 

 

令和４年度実践研究事業   「 体験！どきどき防災キャンプ 」 

  ～学ぼう防災！やってみよう避難生活！自分や家族の命を守るために～  

【 開 催 要 項 】 



  

11．研修内容 

  （１）講話 

    （２）体験活動（ドボン料理、防災グッズ作成 等） 

 

12. 会場までの移動 

  （１）１１月２６日（土）午前９時、泊港南岸とまりん１Ｆ・渡嘉敷行きチケット売り場に集合。

交流の家職員に出席確認後、乗船券(往復券)を購入しフェリーとかしきに乗船。午前１０時

出港、渡嘉敷港へ。 

  （２）渡嘉敷港到着後、貸バスで国立沖縄青少年交流の家へ移動。 
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10:00 11:30 12:00 13:00 14:30 17:00 18:00 19:00 20:30 22:00

11/26
(土)

乗
船

フ

ェ
リ
ー

と
か
し
き

移
動

昼
食

（
食
堂

）

ドボン料
理（調理
実習）

夕
食

（
ド
ボ
ン
料
理

）

入
浴

就
寝

6:00 7:40 8:45 9:00 10:00 12:00 13:00 14:00 14:30 15:30 16:40

11/27
(日)

起
床
・
清
掃

朝
食

（
食
堂

）

清
掃
チ

ェ
ッ
ク

ダンボー
ルベッド
撤収

昼
食

(

食
堂

）

ふり返り

エ
ン
デ

ィ
ン
グ

移
動

フ

ェ
リ
ー

と
か
し
き

泊
港
着
　
解
散

往路：泊港10:00発　渡嘉敷港11:10着　「フェリーとかしき」
復路：渡嘉敷港15:30発　泊港16:40着　「フェリーとかしき」

9:00

講義・実習
「こんな時どうす
る？」

実習②
「防災体験」

実習①
「防災グッズつくっ
てみよう！」

講話
「災害の時の心構

え」

 
  ※日程については都合により変更になる場合があります。 

 

14．講師 

  〇城間 吉貴 氏（琉球大学教育学部講師） 

 

15．新型コロナウイルス感染症防止対策における留意点及びお願い 

(1) 参加者は事業２週間前から体調管理シートを用いて自己管理を行う。 

(2) 事業中はマスク、手洗い、消毒、互いの距離をとるなど可能な限り「三つの密」を避けるよう

対策を行いながら実施する。 

(3) 事業中は起床後と就寝前に体温測定と健康観察を行い、参加者の健康維持を図る。 

(4) 新型コロナウイルス感染症拡大により、事業の中止や延期とすることがあります。 

(5) 発熱等の諸症状がみられる場合は、参加を取りやめていただくようお願いいたします。 

(6) お住まいの自治体に往来自粛の要請等が出ている場合は、事業への参加をご遠慮いただきます。 

 

16．その他 

(1) アレルギー等、健康上の配慮が必要な場合は、必ず申込時にお申し出ください。 

(2) 食事代には、1日目の昼食・夕食（ドボン料理）、2日目の朝食・昼食が含まれます。 

(3) 泊港までの交通機関経費は自己負担となります。自然災害｟軽石漂着｠等により、開催当日に船舶

が欠航になった場合も自己負担となりますのでご了承ください。 
記入いただいた個人情報は、「独立行政法人国立青少年教育振興機構が保有する個人情報の適切な管理に関する規定」等に基づき

適切に管理し、この事業に関する事務のみに使用し、法令等に定める場合を除いて第三者に開示することはありません。 
本事業で職員等が撮影した写真や映像、制作物、感想文等の著作物を、当機構の広報等に使用する目的で、報告書や刊行物、イン

ターネット（ソーシャルメディアサービスを含む）等に掲載することがあります。 
なお、当機構がインターネット上に公開した肖像及び著作物について本人（又は保護者）から削除依頼を受けた場合は速やかに削除

します。ただし、機構発行の印刷物並びに機構以外の者が発行・運営する印刷物等については対応できかねますのでご了承ください。 

 
 

 

 

【申込・問合せ先】 
国立沖縄青少年交流の家  担当：鈴木 英範 
〒901‐3595 沖縄県渡嘉敷村字渡嘉敷2760番地 
TEL 098‐987‐2306  FAX 098‐987‐2318 
E-mail okinawa@niye.go.jp 

国立沖縄青少年交流の家 検 索 


